
様式第1号(第6条関係) 

平成３０年度 ＰＰＤＣＡサイクル表 

  台帳番号 平成３０年度２１番  当初起案日 平成３０年１１月６日 

所  管 議会運営委員会      担当者 職・氏名 係長 高橋 英樹  

サイクル 年 月 日 内   容   等 

計画 

Plan 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.11.6 大聖寺実業高等学校が議長に対し、昨年度に引き続き、生徒との意見交換

会の開催を申し入れ、協議を行い、次のとおり実施することを確認 

誰が：議会(全議員対象)が 

いつ：平成31年２月１日(金)に 

どこで：大聖寺実業高等学校で 

何を：大聖寺実業高等学校の生徒との意見交換会を 

なぜ（何のために）：若者の市政(議会)関心度を高める取り組みの一環と

して、また、議会基本条例第17条及び第19条に基づき、市民との意見

交換の場を多様に設け、意見を聞き政策立案に反映させるため 

どうする：開催する 

手順・ 

経過 

Process 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30.3.20 

 

 

30.11.6 

 

31.1.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大聖寺実業高等学校から、平成29年度の意見交換会の結果のまとめが送付

されるとともに、平成30年度においても引き続き、意見交換会を開催した

い旨の連絡があり、実施することを了承。 

大聖寺実業高等学校から議長に対し、本年度の生徒との意見交換会の開催

を申し入れ。 

高校と事務局で意見交換会について打ち合わせ。 

〔打ち合わせ結果〕 

日時：平成31年２月１日（金）午後１時25分～午後３時15分 

  ※正副議長は開始前に校長室へ行く。 

会場：大聖寺実業高校会議室（昨年度と同じ） 

参加生徒：情報ビジネス科１年生39人（全員女子） 

 ※昨年度は電子機械科１年生（全員男子） 

高校との打ち合わせ後、正副議長に高校との打ち合わせ結果を報告し、人

選、グループ分け等について協議。 

〔協議結果〕 

・前回同様、議会全体で進めることとし、全議員を対象とする（昨年度同

様、開催前に参加者を対象とした議員説明会を実施することを確認）。 

高校との意見交換 



手順・ 

経過 

Process 

(続き) 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.1.10 

31.1.18 

31.1.21 

 

 

 

 

31.2.1 

31.2.28 

 

31.3.18 

 

31.4.11 

全議員に議長名で高校との意見交換会の開催案内を送付。 

高校から書面による正式依頼文を受理。 

参加議員による打ち合わせ会を開催。 

〔打ち合わせ内容〕 

 ・集合時間、意見交換テーマ、グループ分けの確認。 

 ・意見交換時の役割、進め方等の協議。 

  ※15名が参加予定。 

大聖寺実業高等学校で意見交換会を開催。 

大聖寺実業高等学校から、当日の発表のとりまとめが送付される。 

議員にメールにて送付。 

議会運営委員会で、全議員を対象に、2月1日の意見交換会を終えての意見、

提案等をもらうことについて、了承を得る。 

議員から提出された意見、提案等をまとめた。 

実行 

Do 

 

 

 

31.2.1 

 

大聖寺実業高等学校で意見交換会を開催。 

〔概要〕 

 日時：２月１日(金) 13時25分～15時７分 

 場所：大聖寺実業高等学校 会議室 

 参加者：大聖寺実業高等学校情報ビジネス科1年生36名(6名 欠席) 

加賀市議会議員 14名(3名 欠席) 

 テーマ：「加賀市民が幸せに生活するためにはどうすればよいのか」 

①加賀市の活性化   ②加賀市の福祉政策 

 流れ：①学校長挨拶 

②議長挨拶 

③意見交換（40分程度） 

④各グループでのまとめ(10分程度) 

⑤グループ発表(30分程度) 

⑥副議長挨拶 

検証 

Check 

 

 

31.4.11 全議員を対象に、意見交換会を終えての意見・提案等を記入してもらい、

検証結果としてとりまとめた。 

 



改善 

Action 

 

 

 

31.4.11 検証結果としてとりまとめた内容に基づき、次回の開催内容の改善に繋げ

る。 

 

 


